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札幌白石区と姉媛都市へ
　　提携への第一歩親交会発足

　
「
い
か
に
後
世
の
た
め
に
、
臼
石
区
を
開
発
す
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
も
う
『
度
未
開
の
原
始
林
に
ク
ワ
を
振
つ
た

開
拓
魂
を
学
び
、
併
せ
て
子
孫
達
が
手
を
取
り
合
い
、
心

の
ふ
れ
あ
う
社
会
を
つ
く
ろ
う
巴
と
咋
年
十
月
札
幌
白
石

区
か
ら
初
の
公
式
訪
問
団
『
行
が
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
『
行
を
迎
え
た
麻
生
白
石
市
長
は
、
「
こ
れ
を
機
会
に
、

両
白
石
が
姉
妹
関
係
を
提
携
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
巴
と
姉
妹
都
市
提
携
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
以
来
、
着

々
と
そ
の
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
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当
白
石
市
と
札
幌
白
石
区
と
は
、

百
余
年
前
白
石
藩
の
家
臣
団
が
、
移

住
開
拓
し
て
以
来
の
歴
史
的
に
つ
な

が
り
の
深
い
両
都
市
が
姉
妹
と
な
る

た
め
の
推
進
母
体
と
な
る
、
札
幌
白

石
親
交
会
（
仮
称
）
準
備
委
貝
会
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　
白
石
神
明
社
祭
典
前
日
の
四
月
十

七
日
、
札
幌
白
石
親
交
会
設
立
総
会

を
札
幌
白
石
区
長
外
代
表
の
方
々
を

お
招
き
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
札
幌
白
石
区
は
、
百
五
年
前
私
達

の
祖
先
で
あ
る
白
石
藩
の
人
々
に
よ

っ
て
開
拓
の
ク
ワ
を
入
れ
て
以
来
、

こ
の
一
世
紀
で
二
十
万
都
市
に
成
長

し
ま
し
た
。

　
本
市
と
の
交
流
は
、
つ
い
最
近
ま

で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
四
十
三
年
両

白
石
中
が
姉
妹
校
の
契
り
を
結
び
、

続
い
て
白
石
第
一
小
と
札
幌
白
石
小

が
姉
妹
校
に
な
り
、
両
白
石
駅
が
姉

妹
駅
の
提
携
を
結
ぶ
な
ど
少
し
ず
つ

交
流
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
四
十
五
年
十
月
、
札
幌
の
白
石
が

開
基
百
年
記
念
式
典
の
際
、
麻
生
市

長
ら
が
招
待
に
あ
ず
か
り
、
四
十
八

年
十
一
月
、
白
石
市
の
市
制
十
周
年

記
念
に
白
石
区
の
古
積
次
長
ら
を
招

き
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
を
し
て
今
日

に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
姉
妹
都
市
の
契
り
が

出
来
る
よ
う
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
C
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国
民
年
金
の
現
況
届
は
今
す
ぐ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
末
日
ま
で
に
提
出
を

　
現
況
届
を

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
予
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
の
受
給
権
者
は
、
毎
年
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
、
　
「
国
民
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」
を
市
役
所
国
民

年
金
係
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
年
金
の
受
給
権

者
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
い
せ
つ
な
書
類
で
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
六
月
一
日
以
降
に

年
金
を
受
け
始
め
た
人
、
年
金
額
が

改
定
さ
れ
た
人
、
支
給
停
止
が
解
除

さ
れ
た
人
は
、
今
回
は
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
現
況
届
を
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
引
き
続
い

’
ゴ
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
協
か
、

ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
九
月
分
か
ら
現
況
届
が

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
年
金
の

支
払
い
が
止
め
ら
れ
ま
す
。
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役

所
国
民
年
金
係
（
五
～
二
二
一
内

線
τ
二
三
番
）
ま
た
は
最
寄
り
の
出

張
所
（
分
室
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
老
齢
年
金
を
増
額
し
て

　
　
　
　
受
け
る
方
法

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
六
十

五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
建
前
で
す
が

も
っ
と
先
へ
い
っ
て
支
給
を
受
け
れ

ば
、
本
来
の
年
金
額
よ
り
高
い
金
額

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

繰
下
げ
請
求
と
い
い
ま
す
。

　老

齢
年
金
の
支
給
を
受
け
る
に
必

要
な
期
間
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
か
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

人
は
、
六
十
五
歳
以
前
に
申
し
出
る

と
、
六
十
．
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の

間
の
い
つ
か
ら
で
も
年
金
を
受
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
六
十
五

歳
か
ら
受
け
る
は
ず
の
年
金
額
に
、

次
の
よ
う
な
割
合
で
加
算
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
六
十
六
歳
以
上
六
十
七
歳
未
満
で

　
受
け
る
場
合
（
一
二
％
加
算
）

▽
六
十
七
歳
以
上
六
十
八
歳
未
満
で

受
け
る
場
合
（
二
六
％
加
第
V

▽
六
十
八
歳
以
上
六
十
九
歳
未
満
で

受
け
る
場
合
（
四
三
％
加
算
）

▽
六
十
九
歳
以
上
七
十
歳
未
満
で
受

け
る
場
合
（
六
四
％
加
算
）

▽
七
十
歳
で
受
け
る
場
合
（
八
八
％

　
加
算
）

　
ま
た
一
た
ん
、
繰
下
げ
の
申
出
を

し
て
も
、
そ
れ
を
と
り
や
め
て
、
い

つ
で
も
支
給
開
始
の
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
老
齢

年
金
の
支
給
は
、
請
求
を
し
た
月
の

翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

国民年金関係の主な手続

14日以内

すみやかに

14日以内

14日以内

14日以内

14日以内

14日以内

①国民年金被保険者資格取得届、②前に加入したこ
とのある人は国民年金手帳

①国民年金被保険者資格取得申出書、②前に加入し
たことのある人は国民年金手帳

①国民年金被保険者資格喪失届、②国民年金手帳

①国民年金被保険者死亡届

①国民年金被保険者住所変更届、②国民年金手帳

①国民年金被保険者氏名変更届、②国民年金手帳

①国民年金保険料免除理由該当届、②国民年金手帳

いつでも①国民年金保険料免除申請書、②国民年金手帳

①国民年金保険料免除理由消滅届、②国民年金手帳

つでも
10年以内

①国民年金保険料追納申込書、②国民年金手帳

20歳になったり、会社をやめたと
き

会社員の奥さんなどで任意加入し
たいとき

会社や工場に勤めたとき

加入者が死亡したとき

住所を変えたとき

氏名を変えたとき

障害年金や障害福祉年金や母子福
祉年金を受けたり、生活保護の生
活扶助などを受けたとき

生活が苦しく保険料を納められな
いとき

障害年金や障害福祉年金や母子
（準母子）福祉年金を受けたり、生
活保護の生活扶助などを受けてい
た人が、これらを受けることがな
くなったとき

保険料の免除を受けていたが、生
活が楽になったので免除を受けた
期間の保険料を納めたいとき

　　体力づくり

　　　　　市民歩こう大会
　　5月23日（日）（灘皆）に参加しませんカ’

【コース】

白石輩遠刈田温泉一糀→三儀万デ蔵王脳→

鎌先温泉劃→白石
【経　費】バス代610円【持参品】昼食，水筒
申込み方法　5月10日まで市教委社会教育課
　　　　　　費（5）2111（内線）411へ

史跡・名勝めぐり

飯沼寅治先生楓間観静先生5月16日（日）
のあんないで史跡・名勝めぐ
りをします。ご参加下さい

〔コース〕白石→甲冑堂（斎川）→葦子堂（大鷹沢）→舟下り（丸森

　　　　→高蔵寺（角田）→羽山神社（犬卒都婆）→白石
〔会費及び人員〕　1，600円（大人のみ）、50名（先着順）

〔集　合〕市中央公民館前　午前8時〔持参品〕昼食
＊申込み方法　5月10日まで会費を添えて、中央公民館へ。
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紙
す
き
唄
、
踊
り
披
露

　
春
ま
つ
り
は
”
家
族
そ
ろ
っ
て
”

と
言
う
キ
ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
白

石
青
年
会
議
所
（
理
事
長
菊
地
謙
三
〉

の
呼
び
か
け
に
、
こ
と
し
も
白
石
の

春
ま
つ
り
が
、
伝
統
に
新
し
さ
を
加

え
た
祭
り
と
し
て
十
八
日
盛
大
に
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　
一
時
は
、
消
滅
寸
前
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
が
、
青
年
会
議
所
が
中
心
に

神
明
社
み
こ
し

な
っ
て
、
　
「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
を
あ

す
に
残
そ
う
」
と
、
意
欲
的
に
、
各

団
体
や
市
民
に
呼
び
か
け
、
多
大
な

る
協
力
に
よ
っ
て
、
伝
統
あ
る
白
石

神
明
社
の
春
祭
り
が
再
現
し
ま
し
た
。

　
市
民
総
参
加
祭
り
、
そ
し
て
不
況

を
吹
き
飛
ば
す
願
い
を
こ
め
て
、
参

加
さ
れ
る
団
体
や
企
業
の
数
、
そ
し

て
一
般
市
民
の
参
加
も
昨
年
を
上
廻

〆
遵

、
蚤
牽

紀
隠

樽
み
こ
し、

顎

り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
白
石
地
方
に
伝
わ

る
仕
事
唄
”
紙
す
き
唄
〃
の
発
表
に

民
謡
お
ど
り
を
振
り
付
け
百
五
十
人

余
り
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
、
紙

す
き
踊
り
を
市
民
に
披
露
し
、
一
段

と
祭
に
花
を
そ
え
た
。

楮
（
こ
う
ぞ
）
植
え
ら
ば

』臥、　偽洩 　
　
　
　
鷹
の
巣
神
楽

懸曹
　
　
　
　
　
置
響
；
－
灘
桝

　
　
轟
　
　
穫

　
虎
斑
（
と
ら
ふ
）
の
楮

殿
も
す
す
め
る

　
紙
の
原
料
（
も
と
）

　
　
　
紙
の
原
料

　
紙
す
き
唄
は
、
県
文
化
財
の
技
術

指
定
を
受
け
た
、
白
石
市
鷹
巣
蛭
賀

屋
敷
の
白
石
和
紙
工
房
、
遠
藤
忠
雄

さ
ん
が
、
仕
事
の
合
間
に
口
ず
さ
む

唄
を
も
と
に
、
原
料
の
手
入
れ
や
育

て
方
、
こ
う
ぞ
を
蒸
し
た
り
、
す
き

舟
か
ら
す
き
あ
げ
る
技
法
、
和
紙
の

使
い
道
な
ど
、
作
業
の
工
程
を
歌
詞

に
し
た
も
の
で
す
。

　
ゆ
っ
た
り
し
た
調
子
で
、
水
音
や

草
た
た
き
な
ど
の
音
に
、
作
業
場
の

ふ
ん
囲
気
が
出
て
お
り
、
生
活
が
に

じ
み
出
て
い
る
唄
で
も
あ
る
。

　
白
石
地
方
に
数
多
く
あ
る
民
謡
に

ま
た
ひ
と
つ
加
え
…
…
。

舞
訟
磯　

幹
懸

睡晒
－

紙
す
き
踊
り

冠網傑

とき＝5月II日10＝00～15＝00

ところ白石市役所大会議室

子ども会成人指導者研修会
く対　　象〉P　T　A、親の会会貝、教師、

　　　　　子ども会関係者
〈研修内容〉（1）子どものあそびと親の会の役割
　　　　　（2）あすをめざす子ども会プログラム

〈申込先＞5月6日まで市教委社会教育課
　　　　　岱（5）2111（内線〉411へ

春の自然に親しむ青少年のつどい
　5月16日（日）　　白石市青少年の家
　（雨天の際は中止1

＊小学5年生以上20歳未満の青少年

活動内容①自然の観察
　　　②野外すいはん（べんとう持参〉
出　　発　自石バスターミナル8時集合

経　　費　副食代100円及びバス代380円各自負担
申込期限　5月10日まで市教委社会教育課へ100円を

　　　添えて申込みください。
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一
弊

』図書購入にmO万円
　佐藤さん市へ寄附

　佐藤栄喜さん（白石市中町前佐藤履

物店主）仙台市八木山香澄町14～5が、

このほど長年白石市にお世話になった

お礼にと、金婚祝の記念に市図書館の

剰書購入費として、100万円の寄附をさ

征ました。

　市図書館では、佐藤文庫をつくり市

民の方々に、ひろく利用できるよう準

哺をすすめています。

…一一…一一…霧轟蓋灘遷一…一一一一一

‘斎川公民館に

　高砂会が庭園を　一督、
玉

　斎川老人クラブ高砂会（会長小室泰

吉・末永義勝）117名が、各自自慢の植

木を持ちよ1）、斎川公民館に立派な庭

圃を造り寄贈されました。

　庭園は、会員の奉仕と大津建設KK、の

協力によって出来上り』』高砂庭園，．と

命名しました。

　日頃の盆栽．葺習会を生かし、手入れ

をしようと、会貝一同張切っています

燭

？

欝

、
、
靱

　　　嚇
騨　惚

．
譲奪

馨
、
、

明
漕
の
史
跡
め
ぐ
り

旧
武
家
屋
敷

②
旧
家
臣
の
帰
農

白
石
市
史
編
墓
委
員

　
賊
軍
に
な
っ
た
仙
台
藩
は
明
治
．
兀

年
十
二
月
、
仙
台
付
近
の
六
郡
の
二

十
三
万
石
に
減
ぜ
ら
れ
、
旧
仙
台
藩

領
内
の
藩
士
．
は
旧
領
か
ら
皆
新
領
内

に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
皿
万

八
千
石
の
高
禄
だ
っ
た
片
倉
氏
も
僅

か
に
五
十
五
石
（
四
斗
五
升
入
五
十

五
俵
支
給
）
の
蔵
米
取
リ
と
な
り
、

白
石
城
か
ら
南
小
泉
（
仙
台
市
）
の

新
屋
敷
に
移
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て

片
倉
家
の
家
中
（
家
臣
）
約
千
四
百
名

は
完
全
に
禄
を
失
な
い
、
白
石
は
片

倉
家
の
支
配
を
離
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
刈
田
郡
な
ど
仙
南
諸
郡
（
十

三
万
石
）
は
、
南
部
藩
領
と
な
っ
て

南
部
藩
士
が
白
石
に
移
住
し
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぷ
と
し
ゆ
き

て
は
藩
知
事
と
な
っ
た
南
部
利
恭
も
盛

岡
か
ら
白
石
城
に
入
る
こ
と
と
な
り
、

　
片
倉
家
中
は
家
屋
敷
も
明
渡
す
な

ど
、
大
混
乱
に
陥
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
年
四
月
か
ら
、
南
部
藩
士

約
八
十
五
戸
が
、
後
小
路
、
益
岡
な

ど
の
片
倉
の
旧
家
中
の
武
家
屋
敷
に

移
住
し
た
。
（
市
史
④
誉
三
頁
参
照
）
家

を
失
な
い
、
生
活
の
道
を
絶
た
れ
た

旧
家
中
は
、
旧
主
と
共
に
北
海
道
へ

移
住
す
る
者
（
来
月
号
に
詳
述
V
と
地

。
兀
に
帰
農
す
る
者
な
ど
に
分
れ
た
。

　
九
月
か
ら
当
地
方
は
白
石
県
、
角

　
　
　
　
　
　
あ
ん
さ
つ
ふ

田
県
と
変
転
し
、
按
察
府
も
置
か
れ

　
　
　
　
　
飯
沼
　
寅
治

た
が
ま
も
な
く
廃
さ
れ
、
明
治
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん

に
は
新
政
府
の
兵
隊
屯
所
が
城
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
や

設
け
ら
れ
、
旧
三
の
丸
付
近
の
空
屋

を
整
理
し
た
広
場
を
調
練
場
と
す
る

な
ど
、
兵
隊
屯
所
が
仙
台
へ
移
る

（
第
二
師
団
の
前
身
）
十
一
月
ま
で
は

重
要
拠
点
だ
っ
た
。
こ
の
数
年
間
の

人
や
物
資
の
出
入
移
動
は
激
し
く
白

石
旧
城
下
町
は
大
き
く
変
っ
た
が
武

家
屋
敷
の
面
影
が
現
在
で
最
も
残
っ

て
い
る
の
が
後
小
路
界
隈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
お
き
の
う

　
表
紙
写
真
は
帰
農
し
た
｝
貫
四
百

余
文
（
十
四
石
余
）
の
禄
高
の
小
関

し
め
ー
．
一

七
女
イ
氏
宅
で
、
白
石
市
最
古
の
民

家
で
あ
る
。
二
代
重
長
時
代
の
田
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
ば

田
開
墾
の
際
士
分
に
な
っ
た
原
旦
方

の
建
築
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
で
三
百
四
十
年
位
前
の
物
で
あ

る
。
間
も
な
く
小
関
家
が
入
り
、
一

時
南
部
藩
の
福
村
氏
外
二
氏
に
提
供

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
す
う
っ
と

小
関
家
が
居
住
し
て
来
た
。

　
か
や
ぷ
き
よ
せ
む
ね
　
ち
ょ
つ
な

　
萱
葺
寄
棟
で
新
け
ず
り
・
土
台
石

　
　
　
　
　
　
　
い
し
は
た
て

に
直
接
柱
を
た
て
る
石
場
建
・
三
間

梁
な
ど
の
古
様
式
の
建
築
で
、
屋
敷

内
の
建
物
や
樹
木
の
配
置
は
昔
の
ま

ま
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
玄
関

や
式
台
は
無
く
農
家
と
同
構
造
で
あ

る
が
、
写
真
の
様
に
武
者
窓
は
武
家

　
　
　
　
イ
ん
し
　
レ
ご

屋
敷
ら
し
い
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
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郵
鑓
識
蹴
蜘
鋤
輸
鍵
麹
鞠
勲
難
臨
灘
繋
灘
繋
醗

繊
膨
藏
籔
鍾
緩
嚢
蟹
縦
麟
轟
鰻
麟
騰
騒
礁
麟
謙
謙
慰

道
路
の
建
築
制
限

　
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
幅

員
四
折
未
満
の
公
道
に
接
す
る
場
所

に
建
物
を
建
築
す
る
と
き
、
提
出
す

る
建
築
確
認
申
請
書
に
誓
約
書
を
添

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
敷
地
の
接
す
る
幅
員
四
揖
未
満
と

な
っ
て
い
る
公
道
は
、
こ
の
申
請
書

に
よ
っ
て
、
道
路
中
心
線
よ
り
二
灯

後
退
し
た
線
を
道
路
の
境
界
線
と
し

な
け
れ
ば
建
築
や
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
イ
の

築
造
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
こ
の
規
定
に
反
す
る
傾
向
が

あ
り
、
四
月
一
日
よ
り
建
主
及
び
工

事
管
理
者
か
ら
、
文
書
に
よ
る
誓
約

書
三
通
（
宮
城
県
知
事
宛
二
通
、
白
石

市
長
宛
一
通
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
規
定
は
、
近
い
将
来
こ
の
公

道
に
沿
う
既
存
の
建
築
物
が
全
部
建

て
替
っ
た
時
に
は
、
幅
員
四
灯
の
公

道
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
図
－
を
参
照
）

水
面
上
の
建
築
制
限

　
白
石
市
公
共
物
管
理
条
例
に
よ
り
、

水
路
、
河
川
の
水
面
上
に
建
築
行
為

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
建
築
物
が
水
面
上
に
建
っ
て

い
る
場
合
に
、
今
後
建
て
替
え
る
際

は
、
水
路
幅
員
を
確
保
し
、
建
築
計

昭和51年度第1回一斉消毒日程

男II区区地曜目月

区全
月1白日95

区全河越木13

区全
，II斎金14

区全平大土15

町
岡

長
益

、
西

町
、

中
町

、
新

町
、

本
町
岡

、
ケ
益

町
短
東

田
、
、

、
町
岡

町
理
益

南
亘
中

石白日16

区全大鷹沢月17

区全原ノj・火18

画
を
よ
く
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
注
意
か
ら
屋
根
、
庇
な
ど
を
官

民
境
か
ら
出
し
て
、
撤
去
な
ど
さ
れ

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
河
川
や
水
路
は
、
市
街
地
の
生
活

雑
排
水
、
雨
水
排
水
と
し
て
利
用
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
消
防
活
動
を
助

け
、
延
焼
防
止
の
役
割
を
果
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
で
水
路
や
河
川
を
保
全

し
障
害
物
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
注
意

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
（
図
2
を
参
照
）

　
　
物
　
　
謂
物
　
　
　
　
　
　
一

　
　
を
　
　
　
ル
を
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ド

　
　
硬
　
　
り
趣
　
　
　
　
　
は
－
，
呪

鎌先上原
八宮

滝上、滝下、尾べら
弥治郎、大網、芹沢

岡福水19

沖、東区、北区、南区
西区上、山根、下原

山の下
西区下

岡福木20

三住蔵王不忘川原子孚召岡福金21

清水小路、寿町、柳町、本郷第1
第2、第3、第4、鷹巣、上郡山
郡山、小下倉

石白日23

項事意注

火気のある所で使用しないこと。
食器、飼料、おもちゃ等に直接かけない様にすること
消毒に従事される方は必ずマスクを使用すること。
作業終了後は石けん水で、顔、手、足等をよく洗うこと

1
2
3
4

図．2

薗
僚
被
保
険
甑
の
検
認
を

國
鶏
儀
康
保
験
毒
撫
入
し
て
～

蚤
霞
め
被
撮
険
者
誕
は
毎
集
検

憶
を
璽
甘
喬
伸
と
毒
才
ウ
て
t

議
す

ま
≠
憂
曾
て
も
ヂ
も
方
は
翼

毒
遡
保
傷
課
て
検
認
姦
受
砂
て

丁
さ
』

交
通
事
故

①
の
願
い

qψ〆／

大槻美威
（斎川・地官

　
交
通
事
故
、
い
や
な
言
葉
、

今
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
事
故

は
起
ざ
て
い
ま
す
。
年
々
増
加

す
る
車
の
数
、
そ
れ
と
共
に
多

く
な
る
事
故
の
数
、
ど
う
す
れ

ば
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ハ
ン
ド
ル
を
手
に
す
る
人
、

そ
れ
を
待
つ
家
族
の
人
、
送
り

出
し
て
帰
宅
す
る
ま
で
待
つ
人

の
気
持
、
誰
し
も
経
験
す
る
事

と
思
い
ま
す
。

　
自
宅
は
、
斎
川
旧
国
道
沿
い

で
近
く
に
学
校
が
あ
り
、
環
境

に
恵
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

道
路
の
横
断
だ
け
が
心
配
で
す
。

朝
起
き
て
す
ぐ
マ
ラ
ソ
ン
に
出

か
け
る
子
供
達
に
、
よ
く
見
て

横
断
す
る
の
よ
、
飛
び
出
し
は

だ
め
よ
と
注
意
す
る
と
、
ハ
ー

イ
と
元
気
に
飛
び
出
し
て
行
き

一
日
を
過
し
、
晩
に
寝
顔
を
見

る
時
、
あ
あ
今
日
一
日
無
事
に

過
せ
た
か
と
安
堵
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
人

と
し
て
、
ま
た
、
子
を
持
つ
母

と
し
て
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫

と
慢
心
せ
ず
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
歩
行
者
も
時
間
に
余
裕
を
持

つ
事
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　
小
さ
な
心
づ
か
い
か
ら
、
明

日
も
無
事
故
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
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菱

緑ケ丘県営住宅
　一入居者募集一

翫
轡
繍

　
5
0
・
6
所
5
0
1
月

戸
　
，
B
月
役
部
月
5

5
1
0
　
5
市
q
5

募集戸数
家　　賃

申込み用紙

申込み受付

5月12日
（10：00～

　　15：00）

5月20日
14：00市役所

出張受付

選抽

老人福祉センター

25

26

28

11

12

田
2
6
2
7

7
　

7
12

13

碁
栽
謡
曲
花
道

囲道

謡吟

書
盆
民
詩
生
茶

勤労青少年ホーム

31

25

25

　
2
8

24

18

18

17

11

皿

28

22

25

18

28

22

20．27

14．21

14，21

8．15
11．18
！！，13

25．27

20．27

20．27

14．21

8．15

フォークダンス　4

ピンポン（21

社交ダンス13
スイトピー13
民　　 謡7

ギタヌ，1

緑の羽根募金
ご協力ありがとう

　環境緑化を図るため、4月1日

から30日までの1カ月間県土緑化

運動が繰りひろげられました。

　市内ボーイスカウト、ガールス

カウトが中心となり、街頭で緑の

羽根募金を行ないましたところ、

115，591円の募金が集まト）ました。

市民の皆さまのご協力に感謝いた

します。

3歳児をもつお母さん学級

　　＊学級生募集＊

‘三つ児の魂百までも，，と言われ

ように、子供の一生を決めると
で言われる、三歳児をもつお母
んと、具体的間題を話し合い又

1切な指導をしていただく学級で

和
月
歳

昭
3
3
ん
娼

問期
。
設

対象・人員　3歳児をもつお母さ
　　　　　ん……50名
（3歳児：昭和48年4月2日～49年4
月1日）

学習内容　①幼児の習慣づけ、
　　　　　　からだ作リ、病気。
　　　　　②仲間あそび、パパ
　　　　　　と遊ぽう、家族の
　　　　　　役割。
　　　　　③基本的しつけ、し
　　　　　　かり方、ほめ方。
　　　　　④言葉遊びの手伝い。
申込先5月15日まで白石市
　中央公民館く費（6）2453＞へ

白石市の人ロ

　　4月1日現在

41，278人
20，061人
21，217人
9，938世帯

総人口

　男

　女

世帯数

5月の相談日
　場　　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

問時

OO00～1210

00～12＝OO10

00～15＝OO10

00～12＝0010

0000～1210

相談日

　　6

6．15．25

　21

4．18
　　6

OO00～11912

相談区分
行政相　談
定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
補聴器巡回サービス

第4回宮城県青年の船

団員市内より7名募集

　県下の青年が「宮城県青年の船」

に乗り、船内での規律ある団体生

活と研修を通じて連帯意識の高揚

と心身の鍛錬を図るとともに、訪

問先青年との交歓、現地の文化、

産業、経済等の視察により、国際

的な視野を広め、国際協力の精神

をかん養し、もって明日の郷土を

築く青年の基礎づく1）を行う事業

として県が主催し、一般団員を募

集しています。

〉　応募資格

　　日本の国籍を有し、昭和51年

　1月1日以前から宮城県内に居

　住する20歳以上30歳未満の男女

　で、船内生活及び寄港地活動並

　びに団体生活に適応でき、伝染

　性疾患のない健康な者。

〉　欠格条件

　　過去に、国または地方公共団

　体の行った同種の事業に参加した

　者及び大学、高校在学中の者。

〉．募集人員

　男子4名、女子3名　計7名。

〉　応募期日

　5月15日まで
〉　申込み及び問合せ先

　市教委社会教育課留（5）2111

　　　　　　　　　　内線411

大平
自川公民館常直者募集
　　（住込み管理者）

　
　
に
　
直
当
水
　
日
公
　
　
よ
　
通
課

　
　
共
　
常
手
　
　
翌
で
　
　
に
　
1
育
n
、

灘
灘
辮
藻
論
灘
櫨

騨
欝
斑
鞭
鰹
灘
舗
繍

白
白
各
夫
住
大
嘱
凱
道
午
の
民
面
面
り
履
市
　
は
室

所
　
員
格
　
遇
　
　
　
容
　
　
法
期
　
類
先
　
ぺ
・

醐
難
　
　
靹
蕪
蓼
鰐

勤
　
募
応
　
待
　
　
　
職
　
　
選
採
　
応
申
　
※
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51．5．1

西、　、＿胃哲殿’紬
懇 壷

健委直力勘シ∈フ』
月日

5．4

、
κ
Q

7

10

10

11

12

13

17

19

20

24

25

26

27

行事内容

健康　相　談

妊婦　教　室

3カ月児検診

健康相　談

妊婦教室
健康相談
妊婦教　室

健康相談
妊婦教室
健　康　相　談

妊　婦教　室

12カ月児検診

3カ月児検診

健康相　談

妊婦教室
健　康　相　談

妊婦教室
6カ月児検診

健康相　談
妊婦教　室
3歳6カ月児検診

健康相　談
妊　婦　教　室

6カ月児，検診

受付時間

9：30一一11＝30

13：00～14：00

13：00～13：10

9：30～11：30

13＝00一14；00

9：，30～11：30

13：00～14：00

9；30～11：30

13＝00～14＝00

9：30－11：30

13二〇〇～14：00

13＝00～13：10
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13：00～15：00

13：00～13：10
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13：00～14：00

12：30～13：00

9：30～11：30

13：00～14＝00

13二〇〇～13：10

実施場所

越河出張所

白石保健所

大鷹沢出張所

白石市役所

大平　分室

白川出張所

白石保健所
白石保健所
三　住　農　協

婦入ホーム

小原元診療所

市　民　会館

斎川出張所

白石保健所

福　岡分室

市　民　会　館

対 象 者

越河地区の方

1月出生者で越河、斎川、大平、大贋沢、白川、
福岡、小原地区の方

大鷹沢地区の方

白石地区の方

大平地区の方

白川地区の方

昭和50年4月出生の方

1月出生者で白石地区の方

三住地区の方

小原地区の方

11月出生者で白石地区の方

斎川地区の方

昭和47年ll月出生の方

福岡地区の方

！！月出生者で越河、斎川、大平、大鷹沢、白川、
福岡、小原地区の方

　　　　　農村の健康管理1

　農作業が忙しくなりましたが、自分の体調は自分で。
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5月の休日当番医
日
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9

曜

日

兄挙

日

祝

内 科

芭医院⑤2410
加藤（I　I〉医院　⑤2001

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210

外 科

刈田病院⑤2145
加藤（ノ・）医院　⑥2653

朝倉病院⑤2101
刈田病院　⑤2！45

日

16

23

30

曜

日

日

日

内 科

芭　医　院　⑤2410

大沼医院⑤2502
亘理医院　⑥3355

外 科

銭谷医院⑤2010
塊医城 （旦）2062

加藤い・）医院 （◎2653

※都合により変更になる場含もあります。
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